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NY マーケットレポート（2019 年 6 月 17 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、序盤に発表されたニューヨーク連銀製造業景況指数が市場予想に反して大幅低下となったこと

を受けて、ドルは主要通貨に対して下落した。しかし、FRB が早期に利下げに踏み切るとの期待から米主要

株価指数が比較的堅調な動きとなったことも影響し、ドルの下値は限定的だった。一方、EU 離脱推進派のジ

ョンソン前外相が英国の次期首相になる可能性が高まっているとの見方を背景にポンドは主要通貨に対して

軟調な動きとなった。 

 

主要な米経済指標結果 

6 月ニューヨーク連銀製造業景気指数 -8.6（予想 11.0・前回 17.8） 

6 月のニューヨーク連銀製造業業況指数は、市場予想に反して過去最大の落ち込みとなり、2016年 10月以来

の低水準となった。関連指数が軒並み大幅低下となったことが影響した。統計データを見ると、新規受注が

-12.9（前月 9.7）と 21.7 ポイント低下で 3 年 5 ヵ月ぶりの低水準、受注残が-15.8（2.1）と 2015 年 12 月

以来の低水準、雇用が-3.5（4.7）と 2 年 5ヵ月ぶりの低水準、販売価格が 6.8（12.4）、出荷が 9.7（16.3）

と低下した。一方、仕入価格は 27.8（26.2）と上昇した。米国の通商問題に対する不安の高まりなどが影響

したと指摘されている。 
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6 月 NAHB 住宅市場指数 64（予想 67・前回 66） 

6 月の NAHB（全米住宅建設業者協会）住宅市場指数は、市場予想を下回り、前月からも低下した。現在の一

戸建て販売指数は 71（前月 72）、販売見通し指数は 70（72）、購買見込客指数は 48（49）と軒並み低下した。

住宅ローン金利の低下などで、一戸建て住宅の需要は引き続き堅調だが、建設業者が通商問題などによるコ

スト上昇などを懸念している可能性も指摘されている。 
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米主要株価指数は軒並み反発 

米株式市場は、FOMC を控えて、FRB が早期に利下げに踏み切るとの期待から買いが優勢となった。その後は

様子見ムードが強く、積極的な売買が手控えられたこともあり、上げ幅は限定的となった。ダウ平均株価は、

序盤に一時前日比 39ドル安まで下落したものの底固い動きとなり、その後は 76ドル高まで上昇した。ただ、

終盤まで上値の重い動きが続き、22 ドル高で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは 48 ポイント

高で終了し、反発となった。 
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ドルは底固い動き、ポンドは主要通貨に対して下落  

序盤に発表されたニューヨーク連銀製造業景況指数が過去最大の落ち込みとなり、2016 年 10 月以来の低水

準となったことを受けて、ドルは主要通貨に対して下落した。しかし、FOMC を控えて積極的な売買が手控え

られていたことや、FRB が早期に利下げに踏み切るとの期待から米主要株価指数が比較的堅調な動きとなっ

たことも影響し、ドルの下値は限定的だった。一方、英国の EU離脱推進派のジョンソン前外相が次期首相に

なる可能性が高まっているとの見方を背景に、ポンドは主要通貨に対して売られた。ポンドは、対ドルで 1/3

以来、対円で 1/4以来の安値を付けた。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 

6/17のルーブルは、64.2250 ルーブル、対円で 1.6916 円とルーブル高となった。一時は 5/20 以来およそ 1

ヵ月ぶりの高値となる 64.1275 ルーブルまで上昇、ECB 高官による緩和策の可能性への言及も影響し、高金

利通貨としてルーブルの買いにつながったこともルーブル高の一因となった。また、ロシア債券市場では 10

年債利回りが昨年 8月以来の水準へ低下、債券市場への資金流入観測もルーブル買いにつながった。 
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一方、ドル建のロシア RTS株価指数は 0.15Pts安の 1340.90ドルと続落したほか、MOEX指 2734.31Pts(4.97Pts

安）と続落。原油価格の下落に加え、高値圏での推移に対する警戒感も上値抑制につながったほか、FOMC を

控えての様子見姿勢を背景にポジション調整による売りも観測された。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 3.8999 レアル、対円で 27.830 円と 3日ぶりに対ドル、対円ともに続落。年金改革を巡る

楽観的見方が後退したことが嫌気されたほか、FOMCに加えブラジル中銀の政策決定委員会を控えていること

も慎重な見方につながった模様。 

一方、ボベスパ指数は 416.81Pts 安の 97,623.25Pts と続落して取引を終了。ボルソナロ政権の年金改革を巡

る楽観的な見方が後退した先週末の流れが継続したことに加え原油価格の下落もエネルギーセクターの売り

につながり指数は低下した。 
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